
災害時等における水質検査の相互応援に関する協定書 

 

 

 広島市，福山市，呉市，尾道市，三原市，府中市及び広島県（以下「協定者」という。）は，

災害時等の水質検査に係る相互応援（以下「相互応援」という。）に関し，次のとおり協定を

締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は，協定者のいずれかが災害等により水質検査ができなくなった場合における

水質検査の相互応援体制を確立することにより，水道水の安全確保及び給水の円滑化に資す

ることを目的とする。 

（水質検査の項目） 

第２条 本協定の対象となる水質検査の項目は，原則として水質基準に関する省令（平成 15

年厚生労働省令第 101 号）に規定する項目とする。 

（相互応援の要件） 

第３条 相互応援の要件は，緊急の水質検査が必要であるにも関わらず，災害等により水質検

査ができない場合とする。 

（相互応援の方法） 

第４条 前条の要件に該当し，応援を必要とする協定者（以下「甲」という。）は，他の協定

者に対し，水質検査を依頼するものとする。 

２ 前項の依頼は，文書をもって甲が直接水質検査の依頼を受ける協定者（以下「乙」という。）

に行うものとする。ただし，緊急の場合で，文書をもって依頼することができない場合は，

口頭で依頼し，その後速やかに文書を提出するものとする。                               

３ 検体の搬入は，原則として甲が行うものとする。 

４ 乙は，水質検査実施後，検査結果を直ちに文書をもって甲に通知するものとする。 

（費用） 

第５条 相互応援により発生した費用は，原則として甲が負担するものとし，詳細は別に定め

る。 

（有効期間） 

第６条 この協定の有効期間は，協定の締結の日から協定の締結の日の属する年度末までとす

る。ただし，この協定の有効期間満了の一か月前までに，協定者から何ら意思表示がないと

きは，引き続き１年間更新するものとし，その後も同様とする。 

（その他） 

第７条 この協定に定める事項に疑義が生じた場合又はこの協定に定めのない事項で必要が

ある場合は，協定者全員による協議により決定するものとする。 

 

 

この協定の締結を証するため，協定書７通を作成し，各々記名押印の上，各自その１通を所持す

る。 
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